
別記様式第１－１号
年　月　日
製造基準適合確認申請書
　農林水産大臣　殿
住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）　
氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）　

下記の事業場における家きんに由来する加水分解たん白質（家きんに由来する蒸製骨粉）の製造工程について、飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令（昭和５１年農林省令第３５号）別表第１の２の規定による確認を求めます。

記

１　事業場の名称

２　事業場の所在地

３　第１の１の（14）の飼料を製造する場合、「飼料等の適正製造規範（GMP）ガイドラインの制定について」（平成27年６月17日付け27消安第1853号農林水産省消費・安全局長通知）に基づき、独立行政法人農林水産消費安全技術センターより発給された確認証の有無
有・無

備考：１　次に掲げる書類を添付すること。
ア　原料収集先の一覧表（別記）
イ　原料収集先と締結した契約書の写し
ウ　製造工程の図面
※食肉事業者又は食品加工工場から原料を収集して製造する場合：ア～ウ
[bookmark: _GoBack]　その他の場合：ウのみ
２　正本１部及び副本２部を提出すること。


（別記）
原料収集先の一覧表
確認を受ける事業場の名称　
確認を受ける事業場又は主たる事務所の連絡先（電話番号）　　
	業　種
	事業場の名称
	事業場の住所
	備考

	








	
	
	


（注）
１　一覧表が２枚以上になる場合には、「確認を受ける事業場」及び「確認を受ける事業場又は主たる事務所の連絡先」は、２枚目以降には記載する必要はない。
２　業種欄には、「と畜場」、「食肉処理業」、「食肉販売業」、「食肉製品製造業」、「収集業」等の当該原料収集先の業態の別を記載する。
３　備考欄には、当該原料収集先担当部署の電話番号等連絡先を記載する。
４　30月齢以下の牛の原料脊柱を副産物原料とする場合には、原料収集先の備考欄に「原料脊柱」と記載する。なお、原料脊柱を動物性油脂の原料のみに使う場合は、「油脂原料脊柱」と記載することができる。

